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　明智小学校の今年度のキーワードは「挑戦」です。

今の自分より少しでも深く考えられるように、今の

学級より少しでも温かい学級になるように、今の学

校より少しでも過ごしやすい学校になるように、自

らの課題を解決しようと挑戦し続けています。

１．思いやりの心を育てる「あけちっ子」
　明智小学校は、朝校門で出会ったときはもちろ
ん、廊下ですれ違うときにも気持ちのよいあいさつ
のできる学校です。それは、長い間真剣に取り組み
をしてきた成果で
す。
　昨年のアンケー
トでは、「言葉遣い
が悪いこと」を保護
者も職員も子ども
たち自身も課題と
してあげています。
そこで、児童会が中心となって、悪い言葉遣いをや
めることや友達を呼び捨てにしないことに取り組
みました。
　校内に手作りのポスターを掲示したり言葉遣い
チェックをしたりしました。また、点検する活動だ

けではなく、ひどいことを言
われて辛かった体験や、反対
に優しくされてうれしかっ
た体験なども全校放送を通
して紹介しました。
　こうした活動が「よいこと
見つけの運動」へと発展し、
友だちのよさや優しさを見
つけたり、広めたりする活動
になりました。

２．堂々と発言する「あけちっ子」
　月に一度「全校集会」を行っています。全校合唱

や委員会からのお知らせなどの他、各学年での発表
が位置付いています。６月は、「修学旅行で学んだ

こと」を６年生が発表し
てくれました。
　広い体育館で行います
が、司会をする集会委員
も、発表をする児童も誰
一人マイクを使わず、み
んなに聞こえる声で話す

ことに挑戦しています。また、堂々と発言できる力
を付けるために、集会の中で感じたこと・思ったこ
とを交流することも大切にしています。毎時間の
学習の中で、はっきりと自分の考えを話すことがこ
うした取り組みに生きています。

３．学び合いを生み出す「あけちっ子」
　「そうか、できた、楽しかっ
た」という学習を、学級の仲
間と生み出すことに挑戦して
います。
　自分の考えをもつこと、友
達の意見と同じところ、違う
ところを聞き分けて発言につ
なげて広めたり、異なった意
見を話したりする学習の仕方を身に付けることに

力を入れています。友
達との話し合いを通し
て、より深い考えを生
み出したり、よりよい
方法を見つけたりする
学習ができるように
なってきました。
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思いやりと明るさいっぱいの 「あけちっ子」
～あけちっ子の挑戦～

▲校内を案内

▲よいことみつけ掲示

▲修学旅行の発表

▲考えを話す

▲友達から学ぶ

　現状の課題を見極め、よりよく生きるために、

あけちっ子の「挑戦」はまだまだ続きます。


